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１ぐ

亘回
老
人
福
祉
週
間

（
９
月
1
5
日
～
2
2
日
）

敬
老
会
の
日
程
２
面
に
掲
載

剣
道

少
年
剣
道

歩
こ
う
会

＝
一
チ
ー
ム
千
五
百
円

▽
申
込
み
・
：
９
月
1
5
日
ま
で

柔
道

▽
期
日
・
：
９
月
1
6
日

▽
コ
ー
ス
・
＝
市
民
会
館
か
ら
炭
山
キ

ャ
ン
プ
セ
ン
タ
’
・
‐
へ

▽
参
加
料
・
・
・
無
料

▽
申
込
み
…
は
ん
ご
う
す
い
さ
ん
を

し
ま
す
の
で
、
米
と
お
か

ず
を
持
っ
て
、
当
日
八
時

半
に
市
民
会
館
に
集
合
し

治
琵
琶
3
3
、
電
話
０
三
一
四
一
番
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
く
わ
し

い
妥
領
を
お
探
し
し
ま
す
。

１み
に
宇
治
高
校
支
援
の
う
ず
が
ま
き

起
っ
た
。
宇
治
高
野
球
部
の
選
手
島

少
年
サ
ッ
カ
ー

発
生
し
な
い
快
適
な
環
境
を
つ
く
り

水
洗
ト
イ
レ
の
使
え
る
衛
生
的
な
暮

ら
し
を
支
え
る
施
設
－
そ
れ
は
下

水
道
で
す
。

参
加
を
希
望
の
人
は
、
各
種
目
ご

と
に
決
め
ら
れ
て
い
る
申
込
み
期
間

内
に
、
宇
治
市
体
育
協
会
（
宇
治
市

五
ヶ
庄
三
番
割
、
黄
栗
公
園
内
、
電

話
⑩
一
九
〇
五
番
）
ま
た
は
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
宇
治
市
宇

下
水
道
は
、
こ
の
よ
う
に
快
適
な

環
境
づ
く
り
に
一
役
買
う
だ
け
で
な

く
、
雨
水
を
処
理
し
て
家
屋
の
浸
水

を
防
い
だ
り
、
河
川
や
湖
沼
、
海
な

ど
の
水
質
を
保
全
す
る
上
か
ら
も
Ｍ

要
な
役
割
を
果
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
全
国
の
普
及
率
は

二
六
％
に
す
ぎ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
（
九

四
％
）
や
オ
ラ
ン
ダ
（
九
〇
％
）
な

ど
の
先
進
國
と
比
較
す
る
と
著
し
く

立
ち
遅
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
れ
は
、
下
水
道
事
業
が
巨
額
９

費
川
と
長
期
間
の
工
事
を
必
嬰
と
す

る
た
め
で
す
。
と
く
に
、
み
な
さ
ん

の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
積
極
的

に
推
進
す
ろ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

九
月
十
日
は
全
国
下
水
道
促
進
デ

ー
で
す
。
宇
治
市
で
も
下
水
道
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が

Ｂ
ａ
＊
成
功
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
を

機
会
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
に
き
び
し
か
っ
た
と
思
う
。
対
戦

相
手
星
稜
は
、
春
の
選
抜
以
来
、
夏

に
向
け
て
可
能
の
限
界
ぎ
り
ぎ
り
の

き
び
し
い
練
習
を
つ
づ
け
て
き
た
と

い
う
。
そ
の
星
稜
は
三
回
戦
で
箕
島

と
対
戦
し
、
延
長
十
八
回
の
激
闘
を

繰
り
広
げ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
闘

魂
の
激
突
で
あ
っ
た
▼
宇
治
高
が
敗

れ
た
と
は
い
え
、
星
枝
と
の
対
戦
は

必
ず
次
の
戦
い
に
向
け
て
大
き
な
教

訓
を
得
た
も
の
と
信
ず
る
。
そ
の
ほ

か
、
甲
子
園
で
の
球
友
達
か
ら
教
え

ら
れ
た
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と

思
う
。
明
野
高
は
創
立
三
年
に
し
て

初
出
Ｑ
し
、
第
一
戦
m
つ
た
。
ま

た
、
四
十
六
年
ぶ
り
に
再
び
出
場
し

て
き
た
横
浜
商
は
す
ば
ら
し
い
戦
い

を
展
開
し
た
。
あ
る
選
手
の
こ
と
ば

も
印
象
に
残
っ
た
。
「
我
々
の
青
春

は
他
の
生
徒
の
よ
う
な
楽
し
み
は
な

く
、
苦
し
い
練
習
の
毎
日
で
あ
る
。

な
ぜ
野
球
を
や
っ
た
の
か
と
迷
う
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
甲
子
國
に
出

場
し
た
い
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
苦
し

さ
に
耐
え
て
き
た
」
と
▼
宇
治
高
諸
１
１
１

君
が
袋
に
詰
め
て
持
ち
帰
っ
た
あ
の

甲
子
'
ｉ
Ｓ
の
土
は
、
諸
君
の
手
で
、
来

■

年
必
ず
甲
子
園
に
返
し
て
ほ
し
い
。
一

そ
し
て
来
年
こ
そ
、
宇
治
高
の
校
訓

を
甲
子
ａ
の
窟
高
く
な
ぴ
か
せ
て
ほ

訃
』
思
い
錨
竃
召

宸
永
馬
ぱ
ふ
丸

ご
結
納

ｑ
ｙ

ｒ
Ｄ

７

’
十
Ξ
号
（
結
納
金
五
十
萬
程
度
）

爾
莉

■
結
納
相
談

コ
ー
ナ
ー
常
設

「
結
納
の
選
び
方
」

「
し
き
た
り
」

４

「
あ
い
さ
つ
」
等

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
｛
‘
■
“

≫
ｉ

も
ご
相
談
下
さ
い
ま
せ
。
八

専
門
の
係
員
が
真
心
を

こ
め
て
、
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

老
舗
の
ぶ
石
上
”
で
は
ご
希
望
に
応
じ
て

ご
ゆ
っ
く
り
と
お
選
び
い
た
だ
け
る
よ
う

簡
素
な
中
に
も
気
品
あ
る
結
納
か
ら

格
調
高
い
豪
華
な
も
の
ま
で

品
数
豊
富
に
取
り
揃
え

ご
用
命
を
お
ま
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
お
客
様
に
は
お
宅
ま
で

お
伺
い
し
て
ご
結
納
の
飾
り
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ロ
一
口
口
一
回
一

儀
式
用
品
特
別
奉
仕
承
り
会

圖
定
紋
入
り
ふ
ろ
し
き
・
ふ
く
さ
・
広
ぶ
た

1
0
月
末
迄

回
一
口
回
一

結
納
の
老
舗

岩
上
商
店

宇
治
市
宇
治
橋
通
り
二
丁
目

電
話
（
宅
七
四
）
０
二
こ
二
五
番

⑩
一
一
四
三
番

弓
道

サ
ッ
カ
ー

申
込
み
と

問
合
せ
は

軟
式
野
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

力
い
つ
包
い
の
プ
レ
ー
を
展
開
（
昨
年
の
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
）

▽
期
日
・
：
９
月
９
日
～
1
1
月
1
1
日

▽
会
場
・
＝
黄
県
球
場
ほ
か

▽
申
込
み
・
・
・
す
で
に
申
込
み
受
付
は

終
っ
て
い
ま
す

軟
式
庭
球

硬
式
庭
球

空
手
道9

月
1
0
日
は
下
水
促
道
促
進
デ
ー

暮
ら
し
を
支
え
る
施
設

私
た
ち
の
生
活
に
水
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
を
処
理
す
る

施
設
も
ま
た
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

汚
水
が
た
ま
ら
ず
、
カ
や
ハ
エ
の

萬
程
″
）
凶
…
…
’
‥
一
’

に

‘
一

・
ｎ

４

一

万

い
句

１

ｙ

市民総合体育大会 沿

』
し
Ｌ

’

い
ｉ
ｆ
Ｊ
に
Ｊ

‘
Ｉ
Ｓ
嘘
″
｝
。
‐
‐
”
ヽ
‘

≫
ｔ
j
^
＾
s
ａ
i
i
M
＾

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
の
場
に
集
お
う

三の間

一 一

１

■
ｊ
…
．
．
。
ｌ
ｄ
Ｃ
Ｚ
｀
ｔ
・
ノ
ｊ
ｌ
凋
ー
ｉ
Ｖ
ｔ
・
‘
Ｃ
１
‘
‐
‐
４
’

－

ｉ

‐
－
・
＝
＝
－
＝
‐
－

■
■
■
■
■
■
－
－
■
■
■
ｉ
－
■
■
■
■

一

一

一

－Ｉ

下水道事業の

しくみ

市町村や都道府県は
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９
日
か
ら
５
会
場
で

こ
と
し
も
、
宇
治
市
で
は
長

い
間
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

お
年
寄
り
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う

た
め
に
、
表
の
と
お
り
市
内
五

会
場
で
敬
老
会
を
開
き
ま
す
。

敬
老
会
は
、
満
七
十
歳
以
上

の
人
が
対
象
で
、
明
治
四
十
二

年
九
月
士
〈
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
で
す
。
七
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
の
方
に
は
、
参
加
さ
れ

る
日
と
会
場
な
ど
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

会
場
で
は
式
典
の
後
、
民

謡
や
お
ど
り
な
ど
楽
し
い
催

し
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
お

さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
場
ま
で
お
年
寄

り
を
送
迎
す
る
敬
老
会
専
用

の
巡
回
バ
ス
か
走
り
ま
す
。

パ
ス
の
運
行
経
路
や
時
間
表

な
ど
は
開
催
日
順
に
市
政
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

９
日

ｒ
Ｄ

１
2
3

（
日
）

日
（
祝
）

日
（
日
）

3
0
日第1・2巻増刷できる 敬

老
会
の
日
程

（
日
）

（
日
）

Ｘ
ｌ

し

こ
の
両
巻
は
、
古
代
・
中
世
と
い

う
色
あ
ざ
や
か
な
歴
史
の
歩
み
の
な

か
で
、
市
颯
の
生
活
景
観
が
ど
の
よ

う
な
変
遷
を
み
せ
た
の
か
を
究
明
じ

た
も
の
で
す
。

第
一
巻
（
古
代
の
歴
史
と
景
観
）

序
説
宇
治
市
の
地
理
と
歴
史

自
然
と
人
文

□
敬
老
年
金
の
支
給

各
会
場
で
敬
老
年
金
を
お

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
健
康
相
談

会
場
で
は
、
血
圧
測
定
や

健
康
に
つ
い
て
の
相
談
も
受

け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。1

1
1
1
1
1
1
1
j
I
I
I
e
l
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
ｉ
－

福
祉
向
上
に

働
き
か
け
を…宍↑万作ら拗

永
年
に
渡
っ
て
社
会
に
貢
献

し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
の
長

四
章
伏
見
築
城
と
宇
治

第
三
巻
（
近
世
）
第
四
巻
（
近
代
）

既
刊
語
中
、
残
部
僅
少

第
五
巻
（
宇
治
川
東
部
の
地
域
編
）

今
年
末
、
刊
な
走

第
六
巻
（
宇
治
川
西
部
の
地
域
編
）

五
十
五
年
刊
行
予
定

Λ
本
の
か
た
ち
Ｖ

Ａ
５
判
豪
華
ク
″
ス
装

各
巻
約
七
五
〇
頁

Λ
頒
価
＞

各
巷
と
も
四
千
円

函
入

経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
が
不
十
分

今
回
の
第
一
・
二
巻
の
増
刷
に
よ

り
、
既
刊
分
（
一
～
四
巻
）
が
全
て

お
モ
匹
に
そ
ろ
い
ま
す
。
た
だ
し
、

鄙
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

購
入
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
内

の
市
史
編
さ
ん
室
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
＊
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
現
全
一
書
留
で
一
冊
に

つ
き
郵
送
実
費
四
百
円
を
そ
え
て
、

市
史
編
さ
ん
室
宛
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。

（
市
史
縞
さ
ん
宣
）

技
能
功
労
者

推
せ
ん
を
受
付

市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十
三
日

の
勤
労
感
謝
の
日
に
技
能
功
労
者
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
と
し
も
九
月
三
十
日

ま
で
功
労
者
の
推
せ
ん
を
受
付
け
ま

す
。
表
彰
の
対
象
と
な
る
職
種
と
推

せ
ん
妥
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＜
職
種
Ｖ
大
工
、
建
築
技
術
、
左

官
、
土
木
技
術
、
建
堕
否
、
と
ぴ

屋
根
、
畳
、
配
管
、
削
井
、
造
園
、

電
気
工
事
、
鉄
工
、
溶
接
、
板
金
、

金
網
加
工
、
銅
目
立
、
茶
缶
製
作
、

塗
装
、
看
板
、
表
具
、
扇
子
仕
立
、

建
具
、
指
物
、
家
具
製
造
、
樋
屋
、

『
竹
細
工
、
茶
ぴ
っ
製
作
、
陶
工
、
石

エ
、
彫
刻
、
漆
工
芸
、
写
真
、
下
絵

族
の
不
安
や
負
担
は
大
き
い
の
寄
り
自
身
も
生
き
が
い
を
持

か
現
状
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
ち
積
極
的
に
福
祉
向
上
を
社

中
で
も
、
家
族
は
お
年
寄
り
を
会
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

理
解
し
て
暖
か
く
迎
え
、
お
年
が
大
切
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

押
絵
、
美
容
、
理
容
、
調
理
、
ク
ジ

ー
ー
ン
グ
、
洋
裁
、
和
裁
、
刺
し
ゅ

う
、
製
茶
、
バ
ン
・
幕
ｉ
呈
、
豆

腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
、
自
動
車
整

備
、
自
転
車
組
立
、
時
計
修
理
、
製

靴
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
各
職
、
そ
の
他
市
長
が

適
当
と
認
め
た
職
種
。

＜
推
せ
ん
要
項
＞
①
市
内
に
引
き

市営茶室対鳳庵

９月１日から開席一

続
き
五
年
以
上
住
所
を
有
す
る
〈

②
技
能
者
と
し
て
、
市
内
の
事
業
所

に
五
年
以
上
従
事
し
、
経
験
年
数
三

十
年
以
上
で
、
十
一
月
二
十
三
日
現

在
で
脚
六
十
歳
以
上
の
人
。
③
き
わ

め
て
す
ぐ
れ
た
技
能
を
有
し
、
他
の

模
範
と
認
め
ら
れ
る
〈
④
引
き
続

き
そ
の
職
業
に
従
事
し
、
同
一
職
業

の
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
〈
⑤
小

規
模
の
事
業
所
で
従
事
し
て
い
る

人
。こ

の
推
せ
ん
要
項
に
該
挙
艮
芳

が
あ
る
時
は
、
同
東
者
の
団
体
や
商

工
業
者
の
団
体
、
個
人
か
ら
推
せ
ん

書
を
市
役
所
交
通
労
政
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
螺
）

宇
治
市
奨
学
生

募
集
中

一
～
三
年
生

四
千
円

に
引
き
続
き
三
年
以
上
住
ん
で
い

る
〈
な
お
、
本
人
の
み
市
外
に

下
宿
し
て
い
る
場
合
も
利
用
で
き

ま
す
。

ふ
養
の
支
出
が
困
難
な
人
。

・
他
の
奨
学
金
な
m
m
け
て
い
な

い
人
１
０
・

ご
希
望
の
人
は
、
福
祉
事
務
所
に

あ
る
願
書
と
学
校
長
の
推
せ
ん
調
書

成
斌
証
明
書
、
在
学
証
明
書
を
添
え

て
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
福
祉
事
務

所
福
祉
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
四
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
お
賃
し
し
ま
す
。

心
福
祉
課
）

夏
の
間
休
席
し
で
い
ま
し
た
市
営
茶
室
対
鳳
庵
か
今
日
、

九
月
一
日
か
ら
開
席
し
ま
す
。
涼
風
の
吹
き
始
め
る
宇
治
川

べ
り
を
散
歩
さ
れ
る
と
き
、
お
気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ
さ

い
。
十
一
月
三
十
日
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。

７匹一
一

四
四

町

に
皿
お

定
前
日
一
一
一

指
日
乱

1 5

な

Ｋ
Ｉ
＾
O
i
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Ｈ
―

訟
ご
ぶ

ま

配
Ｍ
場

5 0

い
お
剔

翼

回
Ｅ
一
お

皿
黙
作
諏

炳
付
と
式
信

こ
一
八
四
四

心
慌
一

例

惣
一
匹
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大
の
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しな
‐

弓
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＝
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４１ロ
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３１９8 8月1
0

うよしホ
Ｓ

い使にずうよじを話電

うよしまち

度

貿

一
回
後

め
四
四

て
音
ま

っ
出
休

待
呼
で

程
り
中

分
な
途

３
に
は

は
身
ル

中
の
ヤ

話
方
イ

お
先
ダ

＊
＊
＊

シンホ
ん

チ
ばツ

わ
ヤ
ん

キ
で・

・
・
ゆ
Ｉ
ｓ

ｅ
働
・
・

か
ゆ

が
内

な
案

つ
の

も
時

で
の

中
守

話
留

お
おく

Ｉ
’

禾
Ｌ

便て
つ

使

局話電報電治宇今

９
月

９
月

９
月

９
月

1
0
月
７
日

『宇治市史』
す
で
に
品
切
れ
と
な
り
、
再
版
が

強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
『
宇
治
市

史
』
第
一
巻
と
第
二
巻
が
、
こ
の
た

ぴ
、
限
定
増
刷
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

御
蔵
山
小
学

北
宇
治
中
学

宇
治
中
学

東
字
治
中
学

西
字
治
中
学

校校校校校

ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
三
時
半
ま
で

一
章
先
史
文
化
と
古
代
の
開
発

二
章
郡
郷
の
成
立
と
景
観

三
章
王
朝
貴
族
と
別
業

四
章
院
政
期
の
庶
民
生
活

第
二
巻
（
中
世
の
歴
史
と
景
観
）

一
章
武
家
社
会
の
成
立

二
章
用
北
朝
の
内
乱
と
文
化

三
章
山
城
国
一
揆
と
郷
村
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五
年
生
六
千
円

大
学
生
・
・
・
若
干
名

国
公
立
六
千
円

私
立
八
千
円

▽
利
用
で
き
る
人

・
本
人
お
よ
ぴ
保
護
者
が
宇
治
市
内

▽
募
集
人
員
と
貸
与
額
（
月
額
）

高
校
生
・
・
・
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干
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千
五
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・
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9月9日のバス巡路（会場は御蔵山小学校）
専用バス時刻表
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91りよだ｀市゛

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
廃
車

届
出
は
す
み
や
か
に

最
近
、
「
も
う
乗
っ
て
い
な
い
単

軍
な
の
に
、
ど
Ｉ
つ
し
て
税
金
の
通
知

が
来
る
の
か
」
と
い
う
お
間
合
せ
が

増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
単
車
や
軽
自
助
車
な
ど

に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
廃
軍
や
名
義
変
更
、
盗
難

な
ど
の
場
合
に
は
、
必
ず
申
告
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
申
告
を
忘

れ
ま
す
と
、
い
つ
ま
で
も
納
税
通
知

書
を
お
送
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
手
続
き
を
業
者
に
依
頼

さ
れ
た
と
き
は
、
申
告
を
済
ま
せ
た

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
に
、
原
付
自
転
車
や
二
鴨
・

三
輪
の
軽
自
助
車
、
農
耕
作
業
用
自

助
車
に
つ
い
て
は
、
年
度
途
中
の
廃

車
や
名
義
変
更
に
よ
る
月
割
計
算
の

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
年
分

を
納
税
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の

国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
、
８
月
に

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
か
結
成
さ
れ

ま
し
た
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
愛
称
と
団
章
を
募

集
し
ま
す
。

市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
入
賞
者
に
は
記
念
品
を
差
上

げ
ま
す
。

応
募
方
法
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
ー
枚
に

愛
称
一
つ
、
ま
た
は
団
章
一
つ
を
書
い
’

宇治市少年少女合唱団

愛称・団章を募集

軽自動車税

お
問
合
せ
は
市
民
税
課
ま
で
。

＜
届
出
の
手
続
＞

▽
原
付
自
転
車
（
ｍ
に
以
下
）
と

小
型
特
殊
自
動
車
・
・
・
市
民
税
課
へ

・
取
得
Ｌ
前
所
有
者
の
廃
軍
証
明
ま

た
は
取
扱
業
者
の
販
売
証
明
と
印

鑑

・
廃
車
Ｈ
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印

鑑

・
住
所
変
更
＝
市
外
転
出
は
ナ
ン
パ

ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
（
市
内
転
居

て
、
必
ず
そ
の
説
明
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
（
学
校
名
と
学
年
）
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
９
月
2
5
日
ま
で
に
（
消
印

有
効
）
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ａ

宇
治
琵
琶
3
3
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
団
章
は
、
三
色
以
内
の
色
を

使
用
し
、
大
き
さ
一
辺
７
ｇ
の
正
方
形

ま
た
は
直
径
８
μ
の
円
に
お
さ
ま
る
程

度
の
も
の
で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

は
印
鑑
の
み
）
’

▽
二
輪
・
三
輪
・
四
輪
軽
自
勁
車
と

二
翰
小
型
自
動
平
・
京
都
府
陸
運

事
務
所
（
京
都
市
伏
見
区
竹
田
向

代
町
電
話
肖
－
ｍ
Ｌ
９
７
６
１

番
）
へ

（
市
民
税
課
）

戦
没
者
遺
族

特
別
弔
慰
金

こ
の
ほ
ど
、
戦
没
者
の
遺
族
の
方

に
支
給
さ
れ
て
い
る
符
別
弔
慰
金
の

支
給
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
の
額
は

1
2
万
円
（
６
年
償
還
の
国
債
）
で
、

該
当
す
る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
昭
和
5
0
年
４
月
１
日
か
ら
5
4
年
３

月
3
1
日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
な
ど
の
受
給
者
が
す
べ
て

失
権
し
た
場
合
の
遺
族

○
旧
陸
海
軍
部
内
の
判
毬
文
官
な
ど

の
遺
族
で
昭
和
5
4
年
４
月
１
日
に

お
い
て
公
務
扶
助
料
を
受
け
て
い

る
者
が
い
な
い
場
合
の
遺
族

ま
た
、
支
給
遺
族
の
範
囲
と
請
求

順
位
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

ｍ
弔
慰
金
受
給
権
者
心
軍
人
軍
属
５

万
円
、
準
軍
属
３
万
円
の
弔
慰
金

>
m
け
た
人
ま
た
は
そ
の
権
利
を

自動車文庫（9月分）

場顕

場
店
会

話
皿

元
竹
明

０
０
Ｎ
－

4
0

雛

1

1
0
1
1

ｑ
‐
町

―
／
―
／

ｈ詔

取
得
し
た
人
）
。
た
だ
し
、
戦
没

者
死
亡
後
遺
族
以
外
の
者
と
婚
姻

し
た
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含
む
）

は
除
か
れ
ま
す
。

ｓ
m
者
の
子

5
3
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
戦
没
者
と

生
計
同
一
で
あ
っ
た
次
の
順
位

①
戦
没
者
の
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
た
だ
し
、

戦
没
者
の
死
亡
後
改
氏
婚
ま
た
は

他
家
に
養
子
に
行
っ
た
人
は
倒
の

順
位
と
な
り
ま
す
）

倒
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
戦
没
者
と

生
４
-
i
E
m
s
t
e
の
な
か
っ
た
次
の
順
位

で
Ｏ

ま
、
い

皿
心

衛
く

健
絡

保
連

匹
て

市
ま

まＪ
｀

い
保

な
は

か
人

届
い

の
な
゛の

の
診

一

｀

児
の

月
診

ヵ
健
｀
皿

ｌ
Ｏ
体

’
い
低

診
さ
’

健
だ
診

児
く
健

月
絡
－

ヵ
ｌ
皿

３
ご
３

▼
▼

Ｕ１
１

に1
0
1
4

d小
緑

詔

滋ｍＡ郷

四紫
ユ
遊

皿島
山
田

刎

①
戦
没
者
の
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

Ｏ
田
～
…
ｌ
一
に
該
当
す
る
遺
族
が
い
な

い
場
合
は
、
３
親
等
内
の
遺
族
（

戦
没
者
の
死
亡
当
時
ま
で
引
き
続

き
Ｈ
＊
以
上
戦
没
者
と
生
叶
同
一

で
あ
っ
た
者
に
限
る
）

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
社
会
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

風
疹
の

予
防
接
種

今
回
の
風
疹
予
防
接
種
の
対
象
は

中
学
校
二
年
生
の
女
子
で
す
。

宇
治
市
内
の
中
学
校
で
は
九
月
中

に
こ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
が
、

そ
の
時
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
と
昨

台
風
｡
'
i
.
-
Ｋ
ン
が
も
う
間
弓
一

年
中
で
も
、
八
月
、
九
月
が
特
に
多

く
、
毎
年
家
屋
倒
壊
や
山
崩
れ
、
河

川
の
は
ん
ら
ん
、
停
電
・
水
道
の
断

水
な
ど
の
災
害
に
よ
り
貴
重
な
人
命

や
膨
大
な
財
産
を
失
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
台
風
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
家
族

み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

―
鼠
情
報
に
十
分
注
意
し
、
台
風

に
備
え
る
準
備
を
早
め
に
し
ま
し

ょ
う
。

２
火
の
元
を
点
検
し
、
プ
ロ
バ
ン
ボ

ン
ベ
や
危
険
物
な
ど
の
容
器
が
倒

れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う

皿
／
四

０1 0 4
5 0

９

町
田
蔵

開
陵
勢

一
地

南
伊
六

瀾

閣
ｒ
謳
靉

民
ｍ
ｆ

.
民
料

心

配
能
齢

木
岡
大
神
沢
小

腿
団
団

1
1
1
1
1
1

に
に
肛

1
0
1
4

ｗ
一

1
4
1
0
1
1

幡
屋

一
野
明
山
谷

木
岡

匹皿″
ｄ

願
閑
話

年
受
け
な
か
っ
た
三
年
生
の
た
め
に

九
月
二
十
二
日
に
も
行
い
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
ま
で
に
医
師

か
ら
風
疹
と
診
断
さ
れ
た
人
は
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
と
き
・
・
・
９
月
2
2
日
（
土
）

午
後
２
時
■
-
ｃ
ｏ
時
半

▽
と
こ
ろ
・
・
・
保
健
セ
ン
タ
ー

（
市
役
臍
向
い
側
）

会
場
に
来
ら
れ
る
前
に
体
温
を
測

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
。
筆
記

用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

防
火
管
理
者
講
習
会

一
定
の
収
容
人
員
を
こ
え
る
防
火

対
象
物
に
は
防
火
管
理
者
を
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
停
電
の
場
合
を
考
え
、
懐
中
電
灯

や
ト
ラ
ン
･
＾
Ｋ
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

４
屋
根
、
窓
、
塀
な
ど
は
強
い
風
が

吹
い
て
も
飛
ん
だ
り
倒
れ
た
り
し

な
い
よ
う
に
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

５
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
溝
や
下
水
の

清
掃
を
し
流
れ
を
よ
く
し
ま
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